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都道府県番号 ５

都道府県名 秋田県

（①□ ② ③□）a

Ⅰ．学校名及び規模

増田町立増田小学校

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 教員数特殊学級

学級数 ２ ３ ２ ２ ３ ２ ２ １６

児童数 ７２ ８１ ７４ ６５ ８９ ７８ ３ ４６２ ２２

Ⅱ．実践研究の概要

・主題（テーマ）

わかる、できる喜びのある授業の創造

・テーマ設定の趣旨

「 」 。【 】 、学校教育目標は こころひろく ゆめおおきく である ゆめおおきく には

「たくましく生きる力をはぐくむ 「自ら学ぶ意欲と態度をはぐくむ」という願い」

が込められている。この学校教育目標のもと、学習過程において、児童一人一人の

実態を把握し、一人一人が進んでかかわることができる教材を提示するとともに、

体験的な学習や問題解決的な学習を積極的に取り入れ、少人数指導やＴＴ指導、教

科担任制などの指導体制を工夫することによって、どの子どもにも「わかった・で

きた」 という実感を味わわせることができ、それが確かな学力の向上につながって

いくの ではないかと考え、本主題を設定した。

Ⅲ．実践研究の内容について

（ⅰ）研究体制の工夫

１．研究組織図

研究推進委員会 全体研修会

教 道 特 総 教科部会Ⅱ

科 徳 活 合

部 部 部 部

会 会 会 会 国 算 理 音 図 体

Ⅰ 語 数 科 楽 工 育

２．研究推進委員会・・・研究主題・研究体制・研究の具体的事項など、研究の骨子にかか

わる内容の検討を行う。構成メンバーは、校長・教頭・教務・研

究主任・生徒指導主事・教科領域主任。

３．教科部会 Ⅰ・・・ 各教科の経営・運営にあたる。通常は「教科部会Ⅰ」で運営。

評価規準表の作成・見直しもこの部会で行う。

国社算理の中から１教科、音図家体の中から１教科選択し、その

部会に所属する。生活科は、１・２年部の教員で構成。

４．教科部会 Ⅱ・・・ 今年度の重点教科の部会。重点教科の授業実践の方向を検討する

ときに活用。一人一教科に所属。
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（ⅱ）実践研究の内容

１．少人数指導の導入

１Ｃ２Ｔ １・２・５年 算数 ２Ｃ３Ｔ

６年 理科 ３・４・６年 国語・算数

１クラスに２人の教員を配置 ２学級を等質の３ ２学級を習熟の

することで、子供たちを複眼的に 学習集団 単純分割 程度に応じた３学習（ ）

見取り、きめ細かな指導、支援 に編成しての少人数 集団に編成しての

を行うＴＴ指導 指導 少人数指導

(１)１Ｃ２Ｔの取り組み

、 、①算数・・・つまずきが予想される児童を事前に把握して Ｔ２が手厚く指導

支援する体制で実施。

②理科・・・単元の評価規準に基づいて児童一人一人の習熟の程度を客観的に

把握し、その把握を生かしたきめ細かな指導、支援を行う。個別

に指導、支援が必要な場合は、主としてＴ１が全体把握に努め、

Ｔ２が個別の指導、支援にあたる。

(２)２Ｃ３Ｔの取り組み

①等質の学習集団（単純分割）での指導の取り組み

・国語と算数のすべての時間において実施。少人数指導では、子どもたちの人

数が通常の人数よりも１０人以上少なく、目が行き届きやすく、子どもたち

の理解も進んでいる

・国語科では、一人一人の興味・関心を生かした学習課題を設定し、自分のテ

ーマにそって調べ、自分なりの方法でまとめていくという単元を構成。この

ような単元では、等質の３学習集団にこだわらず学年全体で課題別のコース

を設定して実践。

②習熟の程度に応じた指導の取り組み(算数科において実施)

・習熟の程度に応じた指導におけるコース決定の際の配慮事項

(児童の実態把握、児童の希望調査、家庭への連絡・相談)

・子どもたちの実態を把握し、つまずきに対応していくことができるような

具体的問題例を入れた達成ステップ表を作成して実践。

・４年生の例

「三角形の仲間を調べよう ・・・分度器の使い方に対応するための習熟」

の程度に応じた指導への取り組み。

「わり算の筆算 ・・・・１学期に行ったわり算の筆算の単元で見られた」

つまずきに対応するために実施。

２．教科担任制の導入

４年 理科 図画工作 教師の専門性を生かした、

５年 理科 音楽 図画工作 体育 子どもたちの興味・関心を引き出す

６年 理科 図画工作 授業の創造

○５年生児童へのアンケートより(どの教科にも共通していえること)

・授業がわかりやすい。 ・質問にもちゃんと答えてくれる

・難しいところをアドバイスしてくれる。 ・先生が手本を見せてくれる。
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３．学習状況を把握するために

(１)今年度秋田県が実施した学習状況調査の結果を踏まえ、教科毎に本校の課題を

つかみ、指導改善にあたる。

(２)今年度本校が実施したＣＲＴ標準学力検査結果から児童の学力を分析し、指導

に役立てていく。(国語・社会・算数・理科)

（ⅲ）成果と課題

１．成果

・少人数指導や教科担任制は、子どもたちに大変歓迎されている指導体制である。少人

数指導、教科担任制を導入することにより 「分かりやすい 「集中できる 「得意にな、 」 」

った」という子どもの声が多数聞かれるようになった。

・少人数指導においては、単元によってコース別学習や習熟の程度に応じた指導ができる

など、さまざまな指導の工夫が可能となる。

・ＣＲＴ標準学力検査結果をみると、どの学年でも前年度までと比べ、少人数指導

を行ってきた今年度の国語と算数のＡ（十分満足できる）が上昇し、到達度がよ

くなってきている。また、教科担任制（ＴＴ）を実施した６年理科は97％と大変

高い率であった。

(例) 現６年生が４年・５年・６年のときのＡ（十分満足できる）

国語・・・４年生の時は53％、５年生では66％、６年生では81％

算数・・・４年生の時は38％、５年生では37％、６年生では73％

・評価規準表の中に努力を要する子どもへの手立てを入れたことや、算数科では達成ステ

、 。ップ表を作成したことにより つまずきのある子どもへの対応がゆとりをもってできた

２．課題

・個に応じた指導を行う際、補充的な学習を意識して実践してきたが、今後は「よりわか

」「 」 。る よりできる 子どもを育てるためにも発展的な学習について研究をしていきたい

・習熟の程度に応じた学習を進める場合、進度にずれが生ずることもあるので、規準は同

。 。じでもコースに応じた評価計画が必要になってくる場合もある 今後検討していきたい

・現段階での教科担任制は、その教科担当教師一人の責任において実施されている状況に

あるので、今後は、もっと教科部・学年部を活用していく必要がある。

（ⅳ）成果の普及方策

１．平成14年度県南地区「確かな学力」向上推進協議会(実施期日：平成15年１月27日)

内容：フロンティアスクールがワークショップ形式で実践発表

２．第１７回秋田県教育研究発表会(実施期日：平成15年２月14日)

内容：学力向上フロンティアスクールとしての本校の１年目の実践発表

３．自主公開研究会(実施期日：平成15年２月21日)

４．自主公開研究会・・・・平成15年度、平成16年度も開催予定

５．ホームページ作成について・・・来年度開設予定

（ⅴ）その他 (増田中学校との連携)

・今年度は、授業交流を中心に研修。６年理科では、中学校の理科担当教師と外部

講師の応援をいただいて「天体観察」を実施。校内研究会の相互交流を小学校で

５回、中学校で３回実施。今後は、小中連携を図っていける教科・単元について

検討し、授業交流をしていきたい。


